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要旨
Yasuzaemon Matsunaga, called the King of Electric Power, exercised his ability as a businessman 
and a politician before World War II, exerting a significant influence on the electric power and energy 
industry in Japan. However, as people sensed a war approaching, he bided his time in and around 
Niiza, Saitama Prefecture, while devoting himself to the tea ceremony. After the war, he donated to 
the government the tea arbors and ceremonial tea utensils he had collected, and laid the foundations 
for the growth of the power industry and the construction of industrial roads and dams. This paper 
sheds light on the days of Yasuzaemon Matsunaga in Niiza to rediscover his achievements.
はじめに
本稿は平成27年度文部科学省COC事業（地（知）の拠点整備事業）で採択された「新座歴史探訪Ⅱ
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１ － １ ．幼年・青年時代















１ － ３ ．政治家～電力会社時代








昭和 4 （1929）年東北電気を設立し社長に就任、昭和 5 （1939）年新潟電力社長・中部電力取締役に
就任する。
昭和 6 （1931）年「電気日報」に五大電力統制に対し「東邦電力松永社長案」を発表した。

























































































2 － 2 ．茶事































































































































































『茶道雑誌』「特集 松永耳庵―没後三十年によせて―」河原書店、2001年 8 月





写真⑧　20１６年 7 月 9 日に行われた公開講座
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『なごみ』「特集 横浜と歩んだ近代数寄者 原三渓」淡交社、2014年 8 月
池間里代子『新座歴史探訪Ⅱ―荒ぶる侘び 松永耳庵―』2016年 3 月（パンフレット）
注




4 ）松永安左エ門『電力の鬼』毎日ワンズ、2011年 9 月p.12
5 ）東京国立博物館「柳瀬荘」パンフレットより
6 ）平林寺門前「竹映」元主人谷山之信氏（1931－2016）の談
7 ）http://shimin,camelianeto.com 2016年 9 月27日アクセス
8 ）二代目諸戸清六（1888－1969）、三重県桑名出身の初代山林王の四男
9 ）前掲書 松永安左エ門『電力の鬼』p.267
10）http://www.sesshuukai.com（昭和48年「雪州会だより」）　2016年 9 月28日アクセス、松永安左エ門には
実子がいなかったため、弟の子である安太郎を相続人に指定していた
11）https://www.toraya-group.co.jp/toraya/bunko/　2016年 2 月10日アクセス
12）間テクスト性（インターテクスチュアリティー）は「テクストの意味を他のテクストとの関連によって
見つけだすこと」と定義される。詳細は拙稿「『紅楼夢』における唐寅の間テクスト性」『日中文学文化研
究』第 6 号（査読中、掲載予定）を参照
13）『平林寺史』1987年、pp.497-499によると、昭和55年春ごろに小田原から移されたとある
14）『松永安左エ門著作集』第 1 巻、五月書房、1982年12月、p.443「馬の方ははだか馬から始まって埼玉県
の柳瀬に隠棲した戦時中まで続けた」
